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覧朝 〔918-1392〕末と李朝 〔1392-1910〕初めの間に採用されたということを利用しうる 〔状
況〕証拠は示している｣(Hub,p.12.)と言明している｡
17) Nigam,p.151.






に,支払い額は 〔右〕借方側に 〔仕訳〕記入される｣ (Nigam,p･1541)ばかりで卑く,さらに

































24) たとえば,許宗鑑教授は,中国 (台湾)や日本の固有の複式簿記法以前の (そこへの発展途上■●● ●●●





















































































































































































































































前章で考察したように, (東アジア国の)日本,中国 (台湾),韓国 (朝鮮)
















































許 紫芽 (HsuTzu-Fen) ｢収支簿記法としての産門華僑簿記の事例研究- 長崎在留
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